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誰でもデジタルツインを使える
プラットフォームを提供するために

デジタルツインで
何ができるのか

― 連載の第 1 回ということなの
で、まずはホストである金本さんか
らスペースシフトのご紹介をいただ
けますか。

金本：スペースシフトでは AI を用
いて SAR（合成開口レーダ）を中
心とした観測衛星のデータを解析す
るソフトウェアの開発を行っていま
す。従来は人力で難しい判読を行っ
ていた分野ですが、AI を活用して
特徴を捉えることで、より効率的で
スピード感のある解析が可能になり
ます。SAR については多くのノウ
ハウを持っていますので、使いやす
いモジュールを開発することで衛星
データを多くの方に使っていただけ
る世界を目指しています。

― そして第 1 回のゲストである
Symmetry Dimensions Inc. の沼
倉さん、事業のご紹介をお願いします。

沼倉：デジタルテクノロジーで課題
を解決するプラットフォームを提供

する会社で、現在はデジタルツイン
のクラウドサービスの開発を行って
います。元々デジタルツインは車づ
くりなど工場でシミュレーションに
使っていた技術ですが、2018 年
に 5G の移動体通信が登場してか
らは、工場の中だけでなく世界へと
広がっていきました。こうした環境
を生かして、デジタルツインが簡単
に使えるプラットフォームを開発し
ています。
　当初は建設・デザイン系に向け
に、CAD の 3D データを VR 化す
る「シンメトリー」という製品を
提供していました。図面が読めな
い人でも VR で見ることで全体像
が把握できるのが特長で、グローバ
ルで 1 万 8000 ユーザーを抱えて
います。こうした使い方をするうち
に、CAD だけでなく、現実世界を
VR で見たいという要望が増えてき
ました。近年静岡県の 3 次元点群
デ ー タ「VIRTUAL SHIZUOKA」
や、国土交通省の 3D 都市モデル

「PLATEAU」などが登場している
ように、今後都市のオープンなデー
タがどんどん出てくるようになりま
す。これまでこうしたデータをハン

ドリングできるのは、一部のエンジ
ニアに限られていましたが、実は使
いたい人はたくさんいる。そこで、
こうしたデータをつなげてビジュア
ライズして、特別なスキルがなくて
も使えるようにする仕組みを提供す
ることを考えました。都市モデルの
民主化ですね。

―「データを多くの人に簡単に
使ってもらいたい」という部分は両
社で共通していますね。スペース
シフトと Symmetry Dimensions 
Inc. の協業の経緯はどのようなもの
なのでしょう。

金本：沼倉さんとのことは Symmetry
Dimensions Inc. を立ち上げる以
前から知っていました。よく「宇宙
で VR ができないかな」などという
話をしていました。

沼倉：私の方も「衛星から見た地球
を VR で再現したい」などと途方も
ないことを言っていました。

「AI ×宇宙で世界をひともく」というコンセプトで、AI を活用した衛星データ解析
ツールの開発や、コンサルティングを提供する株式会社スペースシフト。同社
の代表取締役 CEO の金本成生氏がさまざまなゲストを迎えて対談を行う新連載

「Satellite Eyes」。記念すべき第 1 回のゲストは、協業相手でもある米国・デラウェ
アに本社を置く Symmetry Dimensions Inc.（シンメトリー・ディメンションズ・
インク）の Founder 兼 CEO の沼倉正吾氏。VR やデジタルツインなど、ビジュア
リゼーション技術を誰でも簡単に扱えるシステムで 3D データの世界に革命を起こ
す同社のさまざまな取り組みに金本氏が迫る。

Symmetry Dimensions Inc. 
Founder 兼 CEO の沼倉正吾氏

ゲスト：
Symmetry Dimensions Inc. 
Founder 兼 CEO 
沼倉正吾氏

株式会社スペースシフト
代表取締役 CEO の金本成生氏

金本成生の
「最新 ！  衛星データ活用」

第 1 回

株式会社 スペースシフト連載
対談
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金本：そんなやりとりをしているう
ちに、気がついたらお互いに現在地
にいた。そうした積み重ねの上に協
業があります。

衛星データの活用で
持続可能なデジタルツインを

― 協業の内容はどのようなもの
ですか。

金本：地上のさまざまな問題を解決
するためにデジタルツインを活用す
るのですが、点群のアップデートや、
日々の地上の変化をどのように反映
するのかが課題です。デジタルツイ
ンをアップデートするのに衛星デー
タを活用してはどうかというのが協
業の趣旨です。

沼倉：VR の製品をつくっていた頃
から、お客さんがどう使いたいのか
は常にリサーチしてきました。多く

の人が「今この瞬間をリアルタイム
で」あるいは「時系列で」知りたい
と考えていた。こうした仕組みは
2D では従来からありましたが、ど
のようにアップデートするのか、あ
るいはどのように 3D にするのか
という部分は大きな課題でした。

― 確かに「更新」というのは地
図データ管理の永遠においてテーマ
でもあります。

沼倉：データを取得することは重要

PR
デジタルツインの概念ゲスト：

Symmetry Dimensions Inc. 
Founder 兼 CEO 
沼倉正吾氏

ですが、現実世界は日々変わってい
きます。たとえば自動運転などの世
界は、そうした変化を常に反映して
いく必要があります。オープンス
トリートマップのようにユーザー・
ジェネレーテッドで更新するのも一
つの方法ですが、もう一つ考えられ
るやり方が「丸ごと全部」変えてい
くというものです。衛星データを時
系列で反映していけばそれも可能に
なる。そこにスペースシフトとの協
業の意味があります。

金本：衛星データは分解能こそ大ま
かですが、常時観測が可能で、デー
タを撮り続けているので時系列化も
容易です。こうした性質を生かして、
Symmetry Dimensions Inc. で使
える形にしてもらえれば、衛星デー
タの活用が進みます。

― そこでお互いの思惑が一致した。

沼倉：データは「使われない」とい
う状態が一番もったいないのです。
衛星データは従来専門家が使うもの

静 岡 県 が オ ー プ ン デ ー タ と し
て 公 開 し て い る「VIRTUAL 
SH IZUOKA」。Symmet r y 
Dimensions Inc. の プ ラ ッ ト
フォームではここにさまざまな
データを表示することが可能に

衛星データによる新規建物の自動検知
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金本：よく皆さんから「御社のキラー
アプリケーションは何ですか？」と
聞かれることがありますが、たと
えば Twitter や Facebook のよう
なプラットフォームは最初からあっ
たわけではないですよね。少しずつ
環境が整っていくにつれて生まれた
ツールです。衛星データを扱ってい
る私たちの役目はそうした環境を整
備することだと思っています。いき
なりアプリケーションから始めてし
まうと、どこかで限界が来ます。

― 3D データがオープンになる
ことでどんなことができるようにな
るのでしょう。

沼倉：たとえばオンライン上にある
さまざまなデータを、「VIRTUAL 
SHIZUOKA」に付加していくこと
ができます。実際に浸水シミュレー
ションなども簡単に表現することは
すでに実現しています。このプラッ
トフォームに衛星データを載せる
ことで、時系列の土地の動きが 3D
でビジュアライズできる。

金本：クラウド上のオープンデータ
だからこそできることですね。

沼倉氏：「PLATEAU」の 3D デー
タに人流データや Twitterのつぶや
きなどを合わせて可視化して、VR
で見ることも可能です。流体解析や
風量解析なども、私たちが提供する
プラットフォーム上でできるように
なります。「PLATEAU」はそもそ

でした。私も金本さんに聞くまでは
衛星データをどう使うのかわかりま
せんでした。衛星データもデジタル
ツインも、民主化してもっと一般的
なものに変えていきたいということ
です。

金本：地上のセンサーではデータを
常時取り続けることは難しい。一方
衛星はそこがもっとも得意な部分で
す。こうした取り組みを通じて、多
くの人に衛星データが使えるという
意識をもってもらうことができれ
ば、私たちにとっての世界も広がり
ます。

デジタルツインを
民主化するために

― 地図の世界でも、オープンス
トリートマップが登場した際には

「地図データの民主化」といわれま
した。

沼倉：3D データも同じようなこと
になっていくと思います。たとえば、
動画作成などは従来プロの領域の仕
事でしたが、現在では簡単なツール
やプラットフォームが提供されてい
るので、誰でも作成して公開する
ことができる。こうした普及によ
り、新しいコンテンツや、プロから
すると思いもかけないような利用法
がユーザーから出てくるようになっ
ています。GIS や 3D の情報分野
でも同じことが起こると考えていま
す。 聞き手：遠藤宏之（本誌副編集長）

も地方における少子高齢化など、地
方の自治体が直面する課題解決に活
用すべきものです。しかし、データ
だけあってもどう使っていいのかわ
からないのが現実です。空間を扱う
ことは難しいと思われがちで、せっ
かくデータをもつくっても生かされ
なければもったいない。ユーザーの
動きを見たりシミュレーションをし
たりして、そこからきちんと現場や
政策にフィードバックしてこそのデ
ジタルツインです。だからこそ、簡
単に使えるプラットフォームを提供
する必要がある。

― デジタルツインプラットフォ
ームのビジネスモデルはどのように
考えられていますか。

沼倉：SaaS で提供することを考
えています。現在の段階ではスマー
トシティのコンサルティングが私た
ちの主力業務になっていますが、こ
こできっちりヒアリングすることで
現場の声を拾い上げて、今後のサー
ビスに生かしていきたい。夏頃には
デジタルツインのクラウドサービス
を公開する予定です。もちろん、そ
こに衛星データも入ることになりま
す。

― ありがとうございました。

PR
国土交通省がオープンデータとして公開し
ている「PLATEAU」に人流データを重ね
て AR グラス「NREAL」で表示した例

株式会社スペースシフト
 https://spcsft.com/
Symmetry Dimensions Inc. https://
symmetry-dimensions.com/jp/


